
 

 

 

 

 

 

 極点図からＳｃｈｍｉｄ因子計算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ２０２５年０２月１９日 

   ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

      不明な点は問い合わせください。 



 １．概要 

 ２．ＦＣＣ－Ｃｕｂｉｃ単結晶の場合 

  ２．１ 手入力でＳｃｈｍｉｄ因子計算 

  ２．２ 極点図からＳｃｈｍｉｄ因子計算 

   ２．２．１ 極点図から（ｈｋｌ）［ｕｖｗ］を決定 

   ２．２．２ （ｈｋｌ）［ｕｖｗ］からＳｃｈｍｉｄ因子計算 

   ２．２．３ 引っ張りＳｃｈｍｉｄ因子の計算 

   ２．２．４ 圧縮方向 

   ２．２．５ RD方向の引っ張りＳｃｈｍｉｄ因子計算 

   ２．２．６ ND方向から RD方向への引っ張りＳｃｈｍｉｄ因子 

 ３．ＢＣＣ－Ｃｕｂｉｃ単結晶の場合 

 ４．ＨＣＰ単結晶の場合 

  ５．ＬａｂｏＴｅｘ ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ（ＶＦ％）の結果から 

  ６．他のＯＤＦソフトウエアのＶＦ％結果の入力から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．概要 

 Ｓｃｈｍｉｄ因子は 

   

 A面の ND方向への引っ張り F に対し、滑り面Ａｓのｄ方向、ｎ方向の余弦 

 Ｆｓ＝ｃｏｓφ＊ｃｏｓλをＳｃｈｍｉｄ因子として計算される。 

 単に、Ａ面のＮＤ方向のみであれば、Ａ面のＮＤ方向で計算されるが、Ａ面を傾けた方向も 

 計算するのであれば、（ｈｋｌ）［ｕｖｗ］の算出が必要になります。 

 （例えば、A面に対しＮＤ方向からＲＤ方向の連続Ｓｃｈｍｉｄ因子計算の場合） 

  

 単結晶の場合、極点図から（ｈｋｌ）［ｕｖｗ］を求める 

   ＣｒｙｓｔａｌＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎＤソフトウエア 

 多結晶の場合、ＬａｂｏＴｅｘやＳｍａｒｔＬａｂ－ＴｅｘｔｕｒｅよりＶＦ％を求める 

  

 Ｓｃｈｍｉｄ因子計算は 

  ＢＣＣＳｃｈｍｉｄＦａｃｔｏｒｃａｌｃ 

  ＨＣＰＳｃｈｍｉｄｆａｃｔｏｒｃａｌｃ 

  で計算を行う。 

 データ入力は、 

  手入力、あるいはファイル入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．ＦＣＣ－Ｃｕｂｉｃ単結晶の場合 

 ２．１ 手入力でＳｃｈｍｉｄ因子計算 

 Ａ面が（３０，８，９５）の場合 Ｉｎｖｅｒｓｅ角度（１８．１，１４．９３）であり 

   Fs＝０．４９を得る 

 

 逆極点図は方位分布図であり、Ｓｃｈｍｉｄ因子表示は最適である。 

 



ＢＣＣＳＣｈｍｉｄｆａｃｔｏｒｃａｌｃでは手入力（Ｄａｔａ Ｉｎｐｕｔ） 

A面（３０，８，９５）に対し引っ張り方向ではすべり面（１－１１）［０１１］に対し０．４９３を得る 

 

 

 

 

 

 

 



２．２ 極点図からＳｃｈｍｉｄ因子計算 

 ２．２．１ 極点図から（ｈｋｌ）［ｕｖｗ］を決定 

 反射極点図（１１１）から（５ ３ １）［-４ ３ １１］が計算される 

 

 

 

｛５３１｝＜－４ ３ １１＞を使ってＳｃｈｍｉｄ因子計算を行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．２．２ （ｈｋｌ）［ｕｖｗ］からＳｃｈｍｉｄ因子計算 

ＬａｂｏＴｅｘ形式で仮のデータを入力し方位の変更を行う 

 

 

 



２．２．３ 引っ張りＳｃｈｍｉｄ因子の計算 

  

２．２．４ 圧縮では  

   

 が計算される。 

 

 

 

 

 

 



２．２．５ RD方向の引っ張りＳｃｈｍｉｄ因子計算 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．２．６ ND方向から RD方向への引っ張りＳｃｈｍｉｄ因子 

  

 

 

 

 



３．ＢＣＣ－Ｃｕｂｉｃ単結晶の場合 

 ＦＣＣと操作は同一 

 Ｓｌｉｐ Ｓｙｓｔｅｍが異なる。 

 単一選択、複数選択が可能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．ＨＣＰ単結晶の場合 

 Ｈｅｘａｇｏｎａｌの場合、システムの結晶系を解析する場合、予め材料の変更する。 

 ＤａｔａＢａｓｅＴｏｏｌｓ－＞ＭａｔｅｒｉａｌＤａｔａ 

 Disp 

 ＦＣＣと操作は同一 

 Ｓｌｉｐ Ｓｙｓｔｅｍが異なる。 

  

  

 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５． ＬａｂｏＴｅｘ ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ（ＶＦ％）の結果から 

ＬａｂｏＴｅｘではＶＦ％計算結果がファイル登録されています。 

 

      VF%結果 J3 

 



 

 

 

このデータを読み込む 

 

 



 

このデータから方位回転やＮＤ－＞ＲＤなどのＳｃｈｍｉｄ因子プロファイル表示も可能 

 

 

 

 

 



６． 他のＯＤＦソフトウエアのＶＦ％結果の入力から 

 仮のデータを入力 

 

 

 データの修正と追加を手入力で行う 

 ｛ｈ ｋ ｌ｝＜ｕ ｖ ｗ＞ ＶＦ％ 

 ｛ｈ ｋ ｌ｝＜ｕ ｖ ｗ＞ ＶＦ％ 

 ｛ｈ ｋ ｌ｝＜ｕ ｖ ｗ＞ ＶＦ％ 

 を入力しＬａｂｏＴｅｘと同様の操作を行う。 

 


